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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成されたシートに対して、後処理部材を交換して異なる後処理を実行可能な後処
理装置が接続される画像形成装置に対して印刷ジョブを送信する情報処理装置であって、
　前記画像形成装置から受信する後処理部材に関する情報に基づいて、前記画像形成装置
へ送信するべき印刷ジョブに指定された後処理に対応する後処理部材が前記後処理装置に
装着されていないと判断した場合、前記画像形成装置に対して前記印刷ジョブを送信しな
いよう制御する制御手段と、
　前記印刷ジョブで指定された後処理に対応する後処理部材が装着されていない場合に、
前記情報処理装置へ前記印刷ジョブを送信してきたデータ処理装置に対して前記後処理部
材の変更を促す指示を送信するか、前記後処理部材の変更を待つことなく前記印刷ジョブ
をキャンセルするかを予め設定する設定手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記印刷ジョブで指定された後処理に対応する後処理部材が装着され
ていない場合に、前記設定手段により予め設定された内容に従って前記指示を送信するか
前記印刷ジョブをキャンセルするかを決定することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記印刷ジョブで指定された後処理に対応する後処理部材が装着されている場合、前記
制御手段は、前記印刷ジョブを前記画像形成装置に送信することを特徴とする請求項１に
記載の情報処理装置。
【請求項３】
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　前記制御手段は、前記印刷ジョブで指定された後処理に対応する後処理部材が装着され
ていないと判断した場合、前記情報処理装置へ前記印刷ジョブを送信してきたデータ処理
装置に対して、前記後処理部材の変更を促す指示を送信することを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記印刷ジョブに指定された後処理に対応する後処理部材が装着され
ていないと判断した場合、前記情報処理装置へ前記印刷ジョブを送信してきたデータ処理
装置に対して、前記印刷ジョブの取消及び後処理部材の変更を促す指示を送信することを
特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記後処理部材の変更を促す指示を送信した後、前記後処理に対応す
る後処理部材が前記後処理装置に装着されことが判断されると、前記印刷ジョブを前記画
像形成装置に送信することを特徴とする請求項３または４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記後処理部材の変更を促す指示に対する前記データ処理装置からの
応答が前記印刷ジョブの取消である場合、受信した前記印刷ジョブを取り消すことを特徴
とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記印刷ジョブで指定された後処理に対応する後処理部材が装着され
ていないと判断した場合、前記印刷ジョブをキャンセルすることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記後処理装置は、前記後処理部材として、シートにパンチ処理を行うためのパンチダ
イ或いはシートに筋付けを行うクリースダイを装着でき、
前記制御手段は、前記パンチダイ或いは前記クリースダイへの交換を表す指示を送信する
ことを特徴とする請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記画像形成装置に装着される後処理部材の名称が前記画像形成装置に登録されており
、
　前記制御手段は、前記印刷ジョブに指定された後処理条件に従う後処理部材名称と、前
記画像形成装置から取得する装着されている後処理部材の後処理部材名称とが一致するか
どうかを判断して、前記画像形成装置に対して前記印刷ジョブに基づく印刷データを送信
するかどうかを制御する制御手段を備えることを特徴とする請求項１または２に記載の情
報処理装置。
【請求項１０】
　画像形成されたシートに対して、後処理部材を交換して異なる後処理を実行可能な後処
理装置が接続される画像形成装置と、印刷ジョブを前記画像形成装置へ送信する情報処理
装置とを有する印刷システムであって、
　前記情報処理装置は、
　前記画像形成装置から受信する後処理部材に関する情報に基づいて、前記画像形成装置
へ送信するべき印刷ジョブに指定された後処理に対応する後処理部材が前記後処理装置に
装着されていないと判断した場合、前記画像形成装置に対して前記印刷ジョブを送信しな
いよう制御する制御手段と、
　前記印刷ジョブで指定された後処理に対応する後処理部材が装着されていない場合に、
前記情報処理装置へ前記印刷ジョブを送信してきたデータ処理装置に対して前記後処理部
材の変更を促す指示を送信するか、前記後処理部材の変更を待つことなく前記印刷ジョブ
をキャンセルするかを予め設定する設定手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記印刷ジョブで指定された後処理に対応する後処理部材が装着され
ていない場合に、前記設定手段により予め設定された内容に従って前記指示を送信するか
前記印刷ジョブをキャンセルするかを決定することを特徴とする印刷システム。
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【請求項１１】
　画像形成されたシートに対して、後処理部材を交換して異なる後処理を実行可能な後処
理装置が接続される画像形成装置に対して印刷ジョブを送信する情報処理装置の制御方法
であって、
　前記画像形成装置から受信する後処理部材に関する情報に基づいて、前記画像形成装置
へ送信するべき印刷ジョブに指定された後処理に対応する後処理部材が前記後処理装置に
装着されていないと判断した場合、前記画像形成装置に対して前記印刷ジョブを送信しな
いよう制御する制御工程と、
　前記印刷ジョブで指定された後処理に対応する後処理部材が装着されていない場合に、
前記情報処理装置へ前記印刷ジョブを送信してきたデータ処理装置に対して前記後処理部
材の変更を促す指示を送信するか、前記後処理部材の変更を待つことなく前記印刷ジョブ
をキャンセルするかを予め設定する設定工程と、
　前記印刷ジョブで指定された後処理に対応する後処理部材が装着されていない場合に、
前記設定工程により予め設定された内容に従って前記指示を送信するか前記印刷ジョブを
キャンセルするかを決定する決定工程と、を備えることを特徴とする情報処理装置の制御
方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の情報処理装置の制御方法をコンピュータに実行させることを特徴と
するプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、情報処理装置、印刷システム、情報処理装置の制御方法、及びプログラムに関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　印刷市場においては、画像形成装置により画像形成がなされた用紙に対してステープル
やパンチなどの後処理を行う後処理装置を使用して、さまざまな出力物を作成している。
例えば、出力用紙束を中央部で2つ折にして、折部分にステープルを施し、簡単な冊子を
作製する事（サドル製本）を目的としたサドル製本機がある。また、出力用紙を三面に分
け、ある一面を内側に折り、反対側の一面をかぶせるように折り（Ｃ折）、封筒等に入れ
やすい形に折る事を目的とした折機などが有る。
【０００３】
　ユーザは所望の出力物を得るような後処理装置を画像形成装置に接続し、印刷物に対す
る後処理設定を施すことにより、所望の出力物を得ている。上述の一例のような折りを実
施した時に、折方向に対して外側の用紙に伸びる力が働くことで、折り目に付着したトナ
ー画像がひび割れ（以降、背割れ）てしまい、白く見えている状態になり、著しく見た目
を損なう。これを防ぐために、折部に対して予め折筋を付けておき、外側の用紙を折りや
すくし、背割れが発生しないようにするクリース処理が知られている。画像形成装置の後
処理機としては、クリーサと呼ばれる装置がこれに該当する。複数の後処理を行うことが
できる後処理装置も存在し、ユーザが後処理部を交換することで複数の後処理を1台の後
処理装置で行うことが可能になっている。
【０００４】
　また、前述のステープルやパンチやクリース処理などの後処理が設定された印刷ジョブ
で後処理禁則がかかった場合に、後処理を解除して印刷を継続するか、もしくは印刷を停
止してエラーを発生させることをユーザが任意に決めることができる画像形成装置システ
ムが存在する（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
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【特許文献１】特開2008-12755号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、前述のユーザが交換可能な部品(パンチャー、クリーサ)を有する後処理
装置が接続された印刷装置システムには以下のような問題がある。
【０００７】
　クリース機能はパンチャーのダイをクリース用のダイに変更してクリース処理を行う。
しかし、パンチダイはユーザがいつでも交換可能なものであるため、クリースを実行しよ
うとした時に装置に装着されたダイがパンチ用のダイに変更されている可能性がある。パ
ンチについても同様の問題が存在する。サドル製本とクリース処理を指定したジョブを画
像形成装置で受信したときに装着されているダイがパンチである場合、現状ではクリース
はされずにサドル製本だけが実施されてしまい、所望の出力を得ることができない。
【０００８】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、本発明の目的は、後処理装置
に指定した後処理とは異なる後処理部材が装着されている状態では、指定された後処理が
実行されていないシートが排紙されてしまうことを防止できる仕組みを提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成する本発明の情報処理装置は以下に示す構成を備える。
　画像形成されたシートに対して、後処理部材を交換して異なる後処理を実行可能な後処
理装置が接続される画像形成装置に対して印刷ジョブを送信する情報処理装置であって、
前記画像形成装置から受信する後処理部材に関する情報に基づいて、前記画像形成装置へ
送信するべき印刷ジョブに指定された後処理に対応する後処理部材が前記後処理装置に装
着されていないと判断した場合、前記画像形成装置に対して前記印刷ジョブを送信しない
よう制御する制御手段と、前記印刷ジョブで指定された後処理に対応する後処理部材が装
着されていない場合に、前記情報処理装置へ前記印刷ジョブを送信してきたデータ処理装
置に対して前記後処理部材の変更を促す指示を送信するか、前記後処理部材の変更を待つ
ことなく前記印刷ジョブをキャンセルするかを予め設定する設定手段と、を備え、前記制
御手段は、前記印刷ジョブで指定された後処理に対応する後処理部材が装着されていない
場合に、前記設定手段により予め設定された内容に従って前記指示を送信するか前記印刷
ジョブをキャンセルするかを決定することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、後処理装置に指定した後処理とは異なる後処理部材が装着されている
状態では、指定された後処理が実行されていないシートが排紙されてしまうことを防止で
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】画像形成装置を含む印刷システムの構成を説明する図である。
【図２】印刷システムの構成を示すブロック図である。
【図３】印刷システムのモジュール構成を説明する図である。
【図４】後処理装置の構成を示す断面図である。
【図５】ＰＣ上で表示されるＵＩ画面を示す図である。
【図６】情報処理装置の制御方法を説明するフローチャートである。
【図７】ＰＣ上で表示されるＵＩ画面を示す図である。
【図８】情報処理装置の制御方法を説明するフローチャートである。
【図９】ＰＣ上で表示されるＵＩ画面を示す図である。
【図１０】印刷ジョブの処理状態を示す図である。
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【図１１】印刷ジョブの処理状態を示す図である。
【図１２】情報処理装置の制御方法を説明するフローチャートである。
【図１３】ＰＣ上で表示されるＵＩ画面を示す図である。
【図１４】印刷システムの通信処理を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
次に本発明を実施するための最良の形態について図面を参照して説明する。
＜システム構成の説明＞
〔第1実施形態〕
【００１３】
＜システム構成＞
　図１は、本実施形態を示す画像形成装置を含む印刷システムの構成を説明する図である
。本例は、画像形成装置に接続された外部装置を介してデータ処理装置であるクライアン
トコンピュータ（ＰＣ）と通信するシステム例である。本実施形態に示す印刷システムは
、画像形成されたシートに対して、後処理部材を交換して異なる後処理を実行する画像形
成装置及び該画像形成装置と通信する情報処理装置としての後述するＰＤＬコントローラ
102を備えている。
【００１４】
　図１において、クライアントコンピュータ（ＰＣ）101は、ユーザが指示するアプリケ
ーションを実行して、所定のページ記述言語に準拠する印刷情報（ＰＤＬデータ）を生成
する。
ＰＤＬコントローラ102は、例えばイーサネット（登録商標）ケーブルで構成されるネッ
トワーク106を介して、ＰＣ101が生成したＰＤＬデータを解析して、画像形成装置１０３
が処理可能なジョブを出力する。なお、画像形成装置103は、プリンタとしてもコピー機
としても使用できるように、リーダスキャナと原稿自動送り装置が装着可能に構成されて
いる。
　後処理装置104は、画像形成装置103から排出されたメディア（シート）に対して、シー
ト単位の後処理を施すための装置である。フィニッシャー105は、後処理装置104の下流側
に接続され、画像形成装置103から排紙されるシート束に対してステープル、シフト、中
綴じ製本の機能を有している。
【００１５】
　クライアントコンピュータ101とＰＤＬコントローラ102はネットワーク106に接続され
ている。ケーブル107はＰＤＬコントローラ102と画像形成装置103との間でＰＤＬデータ
の印刷に関わる制御信号を双方向にやり取りする。画像転送用ビデオケーブル108は、Ｐ
ＤＬコントローラ102と画像形成装置103との間で画像情報であるビデオ信号をやり取りす
る。
【００１６】
＜印刷装置とＰＤＬコントローラの構成＞
図２は、図１に示した印刷システムの構成を示すブロック図である。本例に示す印刷シス
テムにおいて、画像形成装置103はコントローラ201、プリンタエンジン202、スキャナ219
、操作部220から構成される。以下、各構成の詳細について説明する。
【００１７】
　ＰＤＬコントローラ102において、ＣＰＵ203は、システムバス209を介してＰＤＬコン
トローラ各部の制御、演算、及び記憶装置に格納されたプログラムの実行を行う。メモリ
204はＰＤＬデータの画像展開時の一時記憶領域、およびワークメモリとして使用される
。ハードディスクドライブHDD205は大容量の記憶装置であり、ＣＰＵ203により実行され
る各種制御プログラムを格納している。また、ハードディスクドライブHDD205は処理され
るデータの一時的な記憶領域や保存領域としても使用される。
　ネットワークインタフェース206はネットワーク106を介してクライアントコンピュータ
101などの他の装置と通信を行う。ＰＤＬ制御インタフェース207もネットワークインタフ



(6) JP 6812208 B2 2021.1.13

10

20

30

40

50

ェース206と同様のネットワークインタフェースであるが、ＰＤＬ印刷処理の制御を行い
、画像形成装置103との間で制御コマンドの送受信を行う。
【００１８】
　コントローラ201において、ＣＰＵ210はシステムバス216を介して画像形成装置各部の
制御、演算、及び記憶装置に格納されたプログラムの実行を行う。メモリ211は印刷装置
動作時における一時記憶領域、およびワークメモリとして使用される。ハードディスクド
ライブ（ＨＤＤ）213は大容量の記憶装置であり、ＣＰＵ210により実行される各種制御プ
ログラムを格納している。また、ＨＤＤ213は処理されるデータの一時的な記憶領域や保
存領域として使用される。
　ＰＤＬ制御インタフェース212は、プリンタエンジン202で印刷するためのＰＤＬ印刷処
理の制御を行いＰＤＬコントローラ102との間で制御コマンドの送受信を行う。
【００１９】
　エンジンインタフェース（エンジンＩ/Ｆ）214は、プリンタエンジン202との通信制御
を司る。プリンタエンジン202と後処理装置104、フィニッシャ105は専用ケーブルで接続
されている。スキャナ219、操作部220はリーダインタフェース217によって、システムバ
ス216を介してコントローラ201と接続されている。
【００２０】
＜ソフトウェアモジュール構成＞
　図３は、図２に示した印刷システムのソフトウェアモジュールを示すブロック図である
。
　図３において、アプリケーション301とプリンタドライバ302はクライアントコンピュー
タ101の不図示のハードディスクから不図示のメモリに展開されクライアントコンピュー
タ101内の不図示のＣＰＵ上で実行される。アプリケーション301はDTPなどの文書作成ア
プリケーションでアプリケーション上の印刷設定でプリンタドライバ302を介してＰＤＬ
データが生成され、ＰＤＬコントローラ102に送信される。
【００２１】
　ＰＤＬジョブ受信部303、ＰＤＬジョブ制御部304、画像生成部305、印刷ジョブ送信部3
06は、ＰＤＬコントローラ102のメモリ204に展開され、プログラムにより呼び出されてＣ
ＰＵ203上で実行される。
　ＰＤＬジョブ受信部303は、ＰＣ101から送信されたＰＤＬジョブを受信する。ＰＤＬジ
ョブ制御部304は、受信したＰＤＬジョブのＰＤＬデータを解析し、ＰＤＬジョブの制御
を行う。
【００２２】
　画像生成部305は、ＰＤＬデータを展開し、画像データを生成する。印刷ジョブ送信部3
06はＰＤＬジョブ制御部304が解析した結果に基づき画像形成装置103へ画像生成部305が
生成した画像データの送信や、画像形成装置103や後処理装置104の機器情報を取得するコ
マンドの送信を行う。ここで、画像形成装置103から取得する機器情報には、シート後処
理を行う後処理部材（ダイ部材（クリースダイ、パンチダイ））の情報が含まれる。
【００２３】
　印刷ジョブ制御部307は、印刷装置103のメモリ211に展開され、プログラムより呼び出
されてＣＰＵ210上で実行される。印刷ジョブ制御部307は印刷ジョブ送信部306から送信
された印刷画像データと印刷ジョブに対するプリンタエンジンの制御コマンドや機器情報
取得コマンドのエンジンI/F214を介したプリンタエンジン202への送信や、機器情報取得
要求に対する返信をする。
　後処理装置制御部308は不図示のプリントエンジン202のメモリに展開され、プログラム
より呼び出されて不図示のＣＰＵ上で実行される。後処理制御部309は不図示の後処理装
置104のメモリ上に展開され、プログラムより呼び出されて不図示のＣＰＵ上で実行され
る。
【００２４】
　後処理装置制御部308は、印刷ジョブ制御部307からの制御コマンドに基づき、後処理制
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御部309に後処理命令を送信したり、後処理装置104のダイ情報や装置の状態通知を受信し
印刷ジョブ制御部307に通知したりする。後処理制御部309は後処理を実行するとともにダ
イの状態やドアの開閉など後処理装置104の状態を後処理制御部308に通知する。
【００２５】
＜後処理装置＞
　図４は、図１に示した後処理装置104の構成を示す断面図である。なお、後処理装置104
は、画像形成されたシートに対して、後述する後処理部材を交換して異なる後処理を実行
可能に構成されている。
　図４において、ストレートパス401は、上流側から搬送されてきたメディアを下流側へ
搬送するパスである。本実施例においては、画像形成装置103から受け取ったメディアを
、フィニッシャ装置105へ搬送する。
【００２６】
　搬送パス402は、後処理を行う対象となるメディアを搬送するための搬送パスである。
フラッパ403は、画像形成装置103から搬送されてきたメディアを、ストレートパス401、
もしくは搬送パス402に振り分けるものである。フラッパ403は、揺動軸を中心に揺動可能
に構成され、メディアの搬送方向を規定する。フラッパ403が、図中時計回りの方向に揺
動しているときは、メディアはストレートパス401に搬送され、図中反時計回りの方向に
揺動しているときは、メディアは搬送パス402に搬送される。
【００２７】
　後処理用ダイ404は、メディアに後処理を施すためのダイであり、後処理の施すための
刃405を有している。本実施例において、後処理用ダイ404は、クリース（筋付け）用ダイ
、パンチ用ダイの2種類が存在する。そして、ダイの種類により、刃405の形状は異なる。
たとえば、クリース（筋付け）用ダイの場合は、刃405はメディアを切断しないために丸
みを帯びた刃になっている。パンチ用ダイの場合は、刃405は、丸い穿孔を穿つための刃
が直列に複数配置されている。
【００２８】
　このような後処理用ダイ404は、後処理装置104に着脱可能であり、センサ（不図示）に
より、後処理用ダイ404が、後処理装置104に装着されているか否かを検知可能である。さ
らに、センサ（不図示）により、装着されているダイの種類がパンチャーなのかクリ―サ
ーなのかを認識し、画像形成装置103に通知する。圧力装置406は、後処理用ダイ404に圧
力を加えるための装置である。土台407は、刃405を受けるための土台である。搬送速度制
御ユニット408は、メディアの搬送速度を規定の速度に制御するユニットであり、ユニッ
ト内部にメディアの搬送速度を検知するためのセンサを有している。検知センサ409は、
搬送されているメディアの先端を検知するためのセンサである。
【００２９】
　後処理装置104が、メディアに対して後処理を施す場合は、以下のような動作を行う。
まず、搬送速度制御ユニット408は、メディアの搬送速度を検知するセンサを有しており
、搬送パス402を通過するメディアの搬送速度を規定の速度になるように、加速もしくは
減速する。そして、規定の速度で搬送されているメディアの先端が、検知センサ409で検
知されると、圧力装置406は、後処理用ダイ404に対して、図中上方から下方に向かって圧
力を加える。
【００３０】
　圧力装置406にて、後処理用ダイ404に加えられた圧力は、刃405に伝えられる。そして
、刃405は、図中上方から下方へ移動し、刃405と土台407で、メディアを挟むことでクリ
ース（筋付け）、パンチなどの後処理を実現する。
【００３１】
＜クリース設定ジョブの印刷＞
　クリース処理を設定して印刷する方法を図５、図７と図６のフローチャートを用いて説
明する。図６はＰＤＬコントローラ102が実行する処理で、メモリ204に展開されたプログ
ラムによりＣＰＵ203が実行する。
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【００３２】
　図５は、図１に示したPC101上で表示されるＵＩ画面を示す図である。本例は、クライ
アントコンピュータ101上にインストールされたプリンタドライバ302が提供する印刷設定
画面のうち、選択されたタブが仕上げの場合に表示される画面に対応する。
【００３３】
　図５において、仕上げタブ501は仕上げ設定を行う際に選択される。ステープル502はフ
ィニッシャー105で行うステープルの綴じ方を設定する。ここでは「中綴じ」が設定され
ている。クリース503はクリース処理が施されるシートとして、「最終シート」が設定さ
れた状態を示す。パンチ504はパンチ処理として、パンチ処理は「なし」が設定された状
態を示す。
　なお、印刷設定を確定後、PC101上のアプリケーション301はクリース処理設定された印
刷ジョブをプリンタドライバ302からＰＤＬコントローラ102に送信する。
【００３４】
　図６は、本実施形態を示す情報処理装置（ＰＤＬコントローラ102）の制御方法を説明
するフローチャートである。本例は、PC101上のアプリケーション301からクリース処理設
定された印刷ジョブをＰＤＬコントローラ102が受信した際の処理に対応する。なお、各
ステップは、ＰＤＬコントローラ102のＣＰＵ203が記憶された制御プログラムを実行する
ことで実現される。
【００３５】
　印刷ジョブがＰＤＬコントローラ102に送信されると本処理を開始して、S601でＰＤＬ
ジョブ受信部303は、送信された印刷ジョブをネットワーク106を介して受信する。S602で
はＰＤＬジョブ制御部304は、画像形成装置103と通信して、画像形成装置103に接続され
た後処理装置104に装着されているダイの種別（後処理条件）が指定されたクリースダイ
と一致しているかを判断する。
　なお、ＰＤＬジョブ制御部304は印刷ジョブ送信部306を介して後処理装置104のダイ種
別情報を画像形成装置103から取得し、ＰＤＬジョブ制御部304はその状態をメモリ204上
で保持する。
　本実施形態の画像形成装置は、後処理装置104でダイ部材を使用する後処理が指定され
た印刷ジョブを受信した場合、印刷ジョブで指定された後処理に対応したダイ部材が後処
理装置104に装着されていない状態でも、印刷ジョブを実行する構成となっている。即ち
、指定された後処理が実行されずに画像形成されたシートが排出される。
【００３６】
　図１４は、ＰＤＬコントローラ102と画像形成装置103との通信処理を説明する図である
。以下、図１４に示す通信例を用いてＰＤＬコントローラ102の後処理装置104のダイ情報
取得処理の詳細を説明する。
　図１４では、ＰＤＬコントローラ102の印刷ジョブ送信部306のコマンド送受信と、画像
形成装置103の印刷ジョブ制御部307のコマンド送受信とのやり取りを示す。
【００３７】
　ＰＤＬコントローラ102の起動時（１）
印刷ジョブ送信部306はインタフェースの初期化をするために、「I/F初期化要求」を送信
し、印刷ジョブ制御部307から「OK」を受信すると「ダイ情報取得」を送信する。印刷ジ
ョブ制御部307は「OK」の返信でダイ情報を通知する。ダイ情報には「ダイなし」、「パ
ンチ」、「クリース」がある。
【００３８】
　後処理装置104の前ドアが開閉されたとき（２）
印刷ジョブ制御部307は後処理装置104の前ドアが開くと印刷ジョブ送信部306に「機器状
態通知」を送信し、前ドアが開いたことを通知する。次に、後処理装置104の前ドアが閉
じると印刷ジョブ制御部307は印刷ジョブ送信部306に「機器状態通知」を送信し、前ドア
が閉じたことを通知する。印刷ジョブ送信部306はこの一連の通知を受信すると「ダイ情
報取得」を送信し、印刷ジョブ制御部307の「OK」の返信からダイ情報を更新する。
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【００３９】
　画像形成装置103が省電力状態(スリープモード)から復帰したとき（３）
印刷ジョブ制御部307は画像形成装置103が省電力状態から復帰すると「システム状態通知
」を送信して印刷ジョブ送信部306に通知する。印刷ジョブ送信部306は「システム状態通
知」を受信し、送信理由が省電力状態からの復帰である場合には「ダイ情報取得」を送信
し、印刷ジョブ制御部307の「OK」の返信からダイ情報を更新する。
【００４０】
　後処理装置104に装着されているダイがクリースダイである場合はS606で、印刷ジョブ
送信部306はＰＤＬデータから画像生成部305がラスタライズした画像データと画像形成装
置への制御コマンドを画像形成装置103の印刷ジョブ制御部307に送信する。なお、図中の
S606では、ラスタライズした画像データと画像形成装置への制御コマンドとを合わせて印
刷データと記す。
【００４１】
　図７に示すＵＩ画面は、クライアントコンピュータ101上の不図示のＰＤＬコントロー
ラ102の印刷ジョブを管理するジョブ管理アプリケーション上に表示される警告メッセー
ジ701を示した例である。
　ここで、図６の説明に戻り、上記S602で、上記通信により後処理装置104にクリースダ
イが装着されていないとＰＤＬジョブ制御部304が判断した場合、S603で、ＰＤＬジョブ
制御部304はクライアントコンピュータ101上のプリンタドライバ302または不図示のＰＤ
Ｌコントローラ102の印刷ジョブを管理するジョブ管理アプリケーションに「クリースダ
イ交換指示」のステータスを通知し、ジョブアプリケーションは、図７に一例を示すクリ
ースダイへの交換を促すメッセージ701をＰＣ101上の画面に表示する。
【００４２】
　S604では、ＰＤＬジョブ制御部304はS603の表示をしてからの時間があらかじめ設定し
た待ち時間を経過したかを判断する。この待ち時間はＰＤＬコントローラの不図示の機器
設定画面より設定が可能であり、デフォルトは5分となっている。
　S604において、待ち時間が経過していないとＰＤＬジョブ制御部304が判断した場合、
ＰＤＬジョブ制御部304は処理をS605に進める。
　S605では、ＰＤＬジョブ制御部304は後処理装置104にクリースダイが装着されたかどう
かを判断し、クリースダイが装着されていないとＰＤＬジョブ制御部304が判断した場合
、ＰＤＬジョブ制御部304は処理をS604に戻す。
　一方、S604で待ち時間が経過したとＰＤＬジョブ制御部304が判断した場合には、ＰＤ
Ｌジョブ制御部304は処理をS607に進める。S607では、ＰＤＬジョブ制御部304は、PC101
からの応答に従い、印刷ジョブの印刷を送信せずに印刷ジョブをHDD205に保存するか、印
刷ジョブをキャンセル（取消）して、本処理を終了する。
　なお、S607で印刷ジョブを送信しないときに保存するか、キャンセルするかのどちらの
動作をするかは、前述の機器設定画面で設定された動作に従う。
【００４３】
　一方、S605でクリースダイが装着されているとＰＤＬジョブ制御部304が判断した場合
は、ＰＤＬジョブ制御部304は処理をS606に進める。Ｓ606で、印刷ジョブ送信部306はＰ
ＤＬデータから画像生成部305がラスタライズした画像データと画像形成装置103への制御
コマンドを画像形成装置103の印刷ジョブ制御部307に送信して、本処理を終了する。
　なお、印刷ジョブ制御部307は、後処理設定を後処理装置制御部308に指示し、後処理装
置制御部308は、後処理制御部309にクリース処理を指示することで、指示された後処理設
定に基づくクリース処理を実行し印刷ジョブを出力する。
【００４４】
　第1実施形態によれば、情報処理装置が後処理を指定した印刷ジョブを受信した際に、
後処理装置に異なる後処理部材が装着されている状態では、印刷ジョブがキャンセルまた
は保存される状態に遷移させることができる。したがって、後処理部材の交換等の作業が
なされていない場合、情報処理装置はＰＣ等から印刷ジョブを受信しても、印刷ジョブに
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従う印刷データを画像形成装置に送信しないため、指定された後処理が実行されていない
シートを排紙してしまうことを防止できる。
【００４５】
　〔第２実施形態〕
＜後処理印刷ジョブ送信設定＞
【００４６】
　上記第１実施形態ではＰＤＬコントローラ102が画像形成装置103にクリース処理の印刷
ジョブを送信するときに所定の待ち時間を設定し、その時間が経過するまでにクリースダ
イが後処理装置104に装着されない場合にはクリース処理の印刷ジョブをＰＤＬコントロ
ーラ102に保存する、もしくはキャンセルを行った。
【００４７】
　これに対して、印刷ジョブに適切な後処理装置104のダイが装着されていない場合の印
刷ジョブの送信動作をＰＤＬコントローラ102の機器設定で行って、その後で処理印刷ジ
ョブ送信設定に従ってクリース処理の印刷ジョブを処理するように構成してもよい。以下
のその実施形態について詳述する。
【００４８】
　図８は、本実施形態を示す情報処理装置の制御方法を説明するフローチャートである。
本例は、PC101上のアプリケーション301はクリース処理設定された印刷ジョブを受信した
際の処理に対応する。なお、各ステップは、ＰＤＬコントローラ102のＣＰＵ203が記憶さ
れた制御プログラムを実行することで実現される。
【００４９】
　プリンタドライバ302で設定された印刷ジョブがＰＤＬコントローラ102に送信されると
、S801でＰＤＬジョブ受信部303は、送信された印刷ジョブを受信する。S802ではＰＤＬ
ジョブ制御部304は、後処理装置104に装着されているダイの種別がクリースダイであるか
を確認する。ＰＤＬジョブ制御部304は後処理装置のダイ種別情報を第１実施形態と同様
のタイミングで画像形成装置103から取得し、ＰＤＬジョブ制御部304はその状態を保持し
ている。
【００５０】
　ここで、後処理装置104に装着されているダイがクリースダイであるとＰＤＬジョブ制
御部304が判断した場合は、ＰＤＬジョブ制御部304は処理をS808に進める。そして、S808
で、印刷ジョブ送信部306はＰＤＬデータから画像生成部305がラスタライズした画像デー
タと画像形成装置への制御コマンドを画像形成装置103の印刷ジョブ制御部307に送信して
、本処理を終了する。
【００５１】
　一方、S802で、ＰＤＬジョブ制御部304が後処理装置104にクリースダイが装着されてい
ないと判断した場合、ＰＤＬジョブ制御部304は処理をS803進める。
S803で、ＰＤＬジョブ制御部304は、後処理印刷ジョブ送信モードの設定を確認する。な
お、本実施形態では、後処理印刷ジョブ送信設定モードは不図示のＰＤＬコントローラ10
2の機器設定で設定するが、印刷ジョブに適切な後処理装置104のダイが装着されていない
場合に、適切なダイに交換されるのを待つことなくジョブをキャンセルする「キャンセル
モード」と適切なダイに交換されるのを待つ「ウエイトモード」がある。
　S803で後処理印刷ジョブ送信設定が「キャンセルモード」に設定されているとＰＤＬジ
ョブ制御部304が判断した場合には、ＰＤＬジョブ制御部304は処理をS804に進める。
　S804でＰＤＬジョブ制御部304は印刷ジョブをキャンセルし、本印刷処理を終了する。
　一方、S803で後処理印刷ジョブ送信設定が「ウエイトモード」であるとＰＤＬジョブ制
御部304が判断した場合、ＰＤＬジョブ制御部304は処理をS805に進める。
【００５２】
　ここで、S805において表示する警告画面の内容について図９を参照して、説明する。
　図９に示すＵＩ画面は、クライアントコンピュータ101上の不図示のＰＤＬコントロー
ラ102の印刷ジョブを管理するジョブ管理アプリケーション上に表示される警告メッセー
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ジ画面を示した例である。
　図９において、警告画面では、クリースダイへの交換を促すメッセージ901と印刷ジョ
ブをキャンセルするキャンセルボタン902とを表示した状態に対応する。
　S805で、ＰＤＬジョブ制御部304はPC101上のプリンタドライバ302または不図示のＰＤ
Ｌコントローラ102の印刷ジョブを管理するジョブ管理アプリケーションに「クリースダ
イ交換指示」のステータスを通知し、ジョブアプリケーションはクリースダイ交換のメッ
セージ901を表示装置に表示する。次に、ＰＤＬジョブ制御部304は、処理をS806へ進める
。
【００５３】
　S806ではＰＤＬジョブ制御部304はキャンセルボタン902が押下されたかを判断し、キャ
ンセルボタン902が押下されたと判断した場合、ＰＤＬジョブ制御部304は処理をS804に戻
す。
　一方、S806で、キャンセルボタン902が押下されていないとＰＤＬジョブ制御部304が判
断した場合、処理をS807に進める。
　S807ではＰＤＬジョブ制御部304は後処理装置104にクリースダイが装着されたかどうか
を判断し、クリースダイが装着されていないとＰＤＬジョブ制御部304が判断した場合、
ＰＤＬジョブ制御部304は処理をS806に戻す。
【００５４】
　一方、S807でクリースダイが装着されているとＰＤＬジョブ制御部304が判断した場合
、ＰＤＬジョブ制御部304は処理をS808に進める。
　S808で、印刷ジョブ送信部306はＰＤＬデータから画像生成部305がラスタライズした画
像データと画像形成装置への制御コマンドを画像形成装置103の印刷ジョブ制御部307に送
信して、本処理を終了する。なお、図中のS808では、ラスタライズした画像データと画像
形成装置への制御コマンドとを合わせて印刷データと記す。
　この後、印刷ジョブ制御部306は後処理設定を後処理装置制御部308に指示し、後処理制
御部309は指示された後処理設定に基づいてクリース処理を実行し印刷ジョブを出力する
。
【００５５】
　第２実施形態によれば、情報処理装置が後処理を指定した印刷ジョブを受信した際に、
後処理装置に異なる後処理部材が装着されている状態では、印刷ジョブに従う印刷データ
が像形成装置に送信されない。従って、指定された後処理が実行されていないシートを排
紙してしまうことを防止できる。
　また、ユーザは印刷ジョブをキャンセルするか否かを直ちに決定することができる。
【００５６】
　〔第３実施形態〕
＜ダイ交換指示画面の表示タイミング＞
【００５７】
　第１、第２実施形態では単独の印刷ジョブの制御について説明したが、複数の印刷ジョ
ブを連続して印刷する場合のダイ交換指示画面の表示タイミングについて説明する。
【００５８】
　図１０は、複数の印刷ジョブを送信するタイミングを説明するチャートである。本実施
形態において、ＰＤＬコントローラ102は印刷ジョブを連続して画像形成装置103に送信す
ることが可能である。
　図１０において、ジョブ1からジョブ5に対応する印刷ジョブ1001～1005でＰＤＬコント
ローラ102が連続して印刷する場合において、現在、ジョブ1は画像形成装置103で印刷中
であり、ジョブ2とジョブ3はＰＤＬコントローラ102から画像形成装置103に送信済みの印
刷ジョブであり、画像形成装置103のメモリ211上に保持されている。
　ジョブ4とジョブ5はＰＤＬコントローラ102で未送信の印刷ジョブであり、ＰＤＬコン
トローラ102のメモリ204上に保持されている。
【００５９】



(12) JP 6812208 B2 2021.1.13

10

20

30

40

50

　この状態において、後処理装置104にクリースダイは装着されていないときにクリース
処理のジョブ4を第２実施形態と同様にして印刷処理する場合を図８を参照して説明する
。
　ＰＤＬコントローラ102のＰＤＬジョブ制御部304は、印刷処理が終了するまで送信済み
のジョブが後処理装置104を使用するジョブかどうかを示す情報を保持する。
　S805でＰＤＬジョブ制御部304は先行する印刷ジョブ、ジョブ1、ジョブ2、ジョブ3が後
処理装置104のパンチダイを使用しないジョブであると判断した場合には、即座に図９に
示したメッセージ画面に基づくダイ交換指示を表示する。また、先行する印刷ジョブに後
処理装置のパンチダイを使用する印刷ジョブがある場合にはそのジョブの印刷終了後にダ
イ交換指示を表示する。
　例えばジョブ2がパンチダイを使用する印刷ジョブである場合、ジョブ2の印刷終了後に
ダイ交換指示を表示する。このときの印刷ジョブの状態を図１１に示す。
【００６０】
　また、ダイ交換指示の画面を先行する印刷ジョブがすべて印刷終了した後に表示するよ
うにしてもよいが、その場合であっても先行する印刷ジョブの印刷中に紙なし、ジャムな
どで印刷が中断したときに先行する印刷ジョブに後処理装置104のパンチダイを使用する
ジョブがない場合にはダイ交換指示画面を表示するようにしてもよい。
【００６１】
　本実施形態の印刷システムは商業印刷などのプロダクション用途を想定しており、オペ
レータが印刷ジョブを管理している場合に先行してダイの交換指示を表示することにより
印刷ジョブのキャンセルやダイ交換のタイミングを調整できるというメリットがある。
【００６２】
　〔第４実施形態〕
＜ダイ名称（後処理部材の名称）によるジョブ送信の方法の制御＞
【００６３】
　第１～第３実施形態では後処理装置104のクリース処理の印刷ジョブの印刷方法につい
て説明したが、後処理装置104のパンチ処理の印刷ジョブのＰＤＬコントローラ102からの
送信方法について説明する。
【００６４】
　これまで説明してきたように本実施例の印刷装置システムでは後処理装置104のダイが
パンチダイであるかクリースダイであるかの装着情報をＰＤＬコントローラ102は取得す
ることができる。
　しかしながら、実際にはパンチダイには多くの種類があり、パンチ穴の個数も刃を組み
替えることで変更することが可能なものも存在する。画像形成装置103ではパンチダイに
ついてはパンチ穴など具体的な種類を区別することはできないがパンチダイに名称を登録
することは可能である。具体的にはパンチダイの名称を画像形成装置103の操作部220から
入力し、後処理装置制御部308は装着されているパンチダイのシリアル番号の情報と入力
された名称を関連付けて登録する。登録されたパンチダイの名称は操作部220で確認する
ことができる。
【００６５】
　本実施例ではパンチダイの名称の付け方と印刷ジョブの送信制御を関連付け、パンチダ
イ名称によって印刷ジョブの送信を制御する。具体的にはパンチダイ名称に印刷ジョブと
して使用する用紙サイズと用紙名の条件を記述したジョブ送信制御ルールを定義する。パ
ンチダイ名称は、[制御対象]_[値]_[任意名]の形式となっている。
【００６６】
　制御対象は用紙サイズの場合は「SZ」、用紙名のときは「PN」とする。値はパンチダイ
が使用するサイズまたは名称を入れる。例えば、パンチダイ名称を「SZ_A4_3H」とした場
合は、ジョブ送信の制御ルールは「印刷ジョブの用紙サイズがA4またはA3以外のときは印
刷ジョブを送信しないでダイの交換指示表示を行う」となる。「PN_コート紙5_22穴」と
した場合は、「印刷ジョブで使用する用紙名がコート紙5以外のときは印刷ジョブを送信
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しないでダイの交換指示表示を行う」となる。
【００６７】
　図１２は、本実施形態を示す情報処理装置の制御方法を説明するフローチャートである
。本例は、PC101上のアプリケーション301はクリース処理設定された印刷ジョブを受信し
た際の処理に対応する。なお、各ステップは、ＰＤＬコントローラ102のＣＰＵ203が記憶
された制御プログラムを実行することで実現される。
【００６８】
　第１実施形態と同様のプリンタドライバ302で502のステープルと503のクリースを「な
し」に504のパンチを「左」に設定された印刷ジョブがＰＤＬコントローラ102に送信され
ると、S1201でＰＤＬジョブ受信部303は送信された印刷ジョブを受信する。S1202ではＰ
ＤＬジョブ制御部304は後処理装置104に装着されているダイの種別と登録されているパン
チダイ名称と受信した印刷ジョブの用紙サイズ、用紙名とからダイの確認が必要であるか
を判断する。ＰＤＬジョブ制御部304は後処理装置のダイ種別と登録されているパンチダ
イ名称を第１実施形態と同様のタイミングで画像形成装置103から取得し、ＰＤＬジョブ
制御部304はその状態を保持している。
【００６９】
　後処理装置104に装着されているダイの名称が印刷ジョブで指定したダイ名称に一致し
ており、ダイの確認が必要ないとＰＤＬジョブ制御部304が判断した場合は、ＰＤＬジョ
ブ制御部304は処理をS1207に進める。S1207で、印刷ジョブ送信部306はＰＤＬデータから
画像生成部305がラスタライズした画像データと画像形成装置への制御コマンドを画像形
成装置103の印刷ジョブ制御部307に送信する。なお、図中のS1207では、ラスタライズし
た画像データと画像形成装置への制御コマンドとを合わせて印刷データと記す。
【００７０】
　後処理装置104のダイの名称が印刷ジョブで指定したダイ名称に一致しておらず、ダイ
の確認が必要であるとＰＤＬジョブ制御部304が判断した場合、ＰＤＬジョブ制御部304は
処理をS1203に進める。
　図１３はクライアントコンピュータ101上の不図示のＰＤＬコントローラ102の印刷ジョ
ブを管理するジョブ管理アプリケーション上に表示される警告メッセージ画面である。
　図１３に示すUI画面では、パンチダイの交換を促すメッセージ1301、印刷ジョブをキャ
ンセルするキャンセルボタン1302を表示した状態を示している。
　S1203でＰＤＬジョブ制御部304はクライアントコンピュータ101上のプリンタドライバ3
02または不図示のＰＤＬコントローラ102の印刷ジョブを管理するジョブ管理アプリケー
ションに「パンチダイ交換指示」のステータスを通知し、ジョブアプリケーションは901
のパンチダイ交換を促すメッセージを表示する。
【００７１】
　S1204ではＰＤＬジョブ制御部304はキャンセルボタン1302が押下されたかを判断し、キ
ャンセルボタンが押下されたとＰＤＬジョブ制御部304が判断した場合には、ＰＤＬジョ
ブ制御部304は処理をS1205に進め、キャンセルボタンが押下されていないとＰＤＬジョブ
制御部304が判断した場合には、ＰＤＬジョブ制御部304は処理をS1206に進める。
　S1205でＰＤＬジョブ制御部304は印刷ジョブをキャンセルし、ＰＤＬジョブ制御部304
は印刷処理を終了する。
　S1206ではＰＤＬジョブ制御部304は、後処理装置104に印刷ジョブに使用できるパンチ
ダイが装着されたかどうかを判断し、適切なパンチダイが装着されていないとＰＤＬジョ
ブ制御部304が判断した場合には、ＰＤＬジョブ制御部304は処理をS1204に戻す。
【００７２】
　一方、S1206で適切なパンチダイが装着されているとＰＤＬジョブ制御部304が判断した
場合は、ＰＤＬジョブ制御部304は処理をS1207に進める。S1207では、印刷ジョブ送信部3
06はＰＤＬデータから画像生成部305がラスタライズした画像データと画像形成装置への
制御コマンドを画像形成装置103の印刷ジョブ制御部307に送信して、ＰＤＬジョブ制御部
304は印刷処理を終了する。
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　この後、印刷ジョブ制御部306は後処理設定を後処理装置制御部308に指示し、後処理制
御部309は指示された後処理設定に基づいてクリース処理を実行し印刷ジョブを出力する
。
【００７３】
　第４実施形態によれば、特定の後処理部材名称の後処理部材を用いて後処理を行う印刷
ジョブを受信した際に、画像形成装置に異なる後処理部材の名称が装着されている状態で
は、印刷ジョブがキャンセルまたは保存される状態に遷移させることができる。
　したがって、複数の種類が予定された後処理部材のうち、印刷ジョブで指定された後処
理部材が一致しない状態では、受信した印刷ジョブに基づく印刷データが画像形成装置に
送信されてしまうことを防止できる。
【００７４】
　本発明は、上述の実施形態の1以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステムまたは装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータに
おける1つ以上のプロセッサがプログラムを読み出し実行する処理でも実現可能である。
また、1以上の機能を実現する回路（例えばＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
【００７５】
101　PC
102　ＰＤＬコントローラ
103　画像形成装置
104　後処理装置
105　フィニッシャ
304　ＰＤＬジョブ制御部

【図１】 【図２】
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